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特 別 展

現在、浮世絵・肉筆画等１５５
点を展示中ですが、１０月４日
（水）から、後期展示スタート
となり、１５０点を入れ替え、
また違った作品を鑑賞できます。
一度来館された方も、改めてお
楽しみいただけることと思いま
す。
東海道シリーズ、同じ宿場の
違ったアングルも見ものです。

広重メモ
初代広重は、火消し同心職の子どもして生まれ、１３歳にして、その職を継いだようです。しかし、絵
心が勝り１５歳で師匠に弟子入り、２５歳で、養子の仲次郎８歳に火消し同心職を譲りました。よほど

絵の道に進みたかったのでしょうね。ちなみにデビューは２１歳です。

開館記念 ２周年!!
２０２１年１１月３日の
オープンから丸と２年が経
過しようとしている「石巻
市博物館」。今年も、記念
行事を開催します。開館の
お祝いに加え、博物館建設
のきっかけであり、若くし

て太平洋戦争で亡くなった「彫刻家 高橋英吉」の足跡
の再発見のため、イベントをご用意しています。ぜひご
来館ください。

旧観慶丸商店展示

浅井元義スケッチも展示中です。
ぜひ、ご覧ください。

Coming Soon

編集者のひとこと
９月下旬、突然猛暑が終わり、着るものに
困っています。
ところで、歌川広重の浮世絵はもうご覧にな
りましたでしょうか。まだの方により深くた
のしむ鑑賞のポイントをご教授します。
まずは、展示室のモニターでビデオをじっく
り見てください。版画とはこれほど繊細に作
られているのだとわかります。その後に作品
を見た時に、浮世絵のイメージが変わるので
はないかと思います。鑑賞したあとは是非缶
バッチのガチャも。
欲しかった犬の缶バッチに喜びなが
ら、毎日、鑑賞中です。
（誤字脱字等ご容赦願います。）TM

休館日は月曜日・休日の場合はその翌日です。

不定期となりますが、本紙配信を希
望の方は右記のメールに「配信希
望」と記載し送信ください。 e-mail：culcenter@city.ishinomaki.lg.jp

「芸術が戦場」と記した
手紙（上）と高橋英吉（右）

英吉と博物館
石巻市出身の彫刻家。将来を
嘱望されながら、３１歳の若
さで戦死。その後、作品が石
巻に集められ、遺作展の開催
をきっかけに、展示施設の渇
望運動が巻き起こり、石巻文
化センターの建設につながっ
た。東日本大震災で被災し、
新たに「石巻市博物館」とし
てスタート。英吉の命日の翌
日でした。

11月中旬から 毛利コレクション特集展「（仮）仙台藩の武士の世界」
初披露の「伊達政宗書状」をはじめ、歴代藩主や重鎮の「書簡」、仙台藩に

伝来した化粧道具や武具などと合わせ、江戸時代の石巻絵図などを公開

12月から 企画展「（仮）高砂淳二写真展～地球と出会う旅～」
英国自然史博物館主催写真展「Wildlife photographer of the Year」自然

芸術部門最優秀賞を受賞した、石巻市出身 写真家 高砂淳二氏（石巻観光大
使）の写真展。「美しくて、あたたかい。」被写体に寄り添った写真をご覧く
ださい。

上下の写真は同じ作品を角度を
変えて撮影したものです。黒の
違いが判りますか？


